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は
じ
め
に

本
論
で
は
、
エ
ル
ン
ス
ト
・
バ
ル
ラ
ハ
（1870-1938

）
に
よ
っ
て1920

年
代
後
半
か
ら

30
年
代
に
制
作
さ
れ
た
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
戦
没
者
の
た
め
の
記
念
碑
を
取
り
上
げ
、
そ

の
展
示
形
式
か
ら
、記
念
碑
の
意
義
に
関
す
る
考
察
を
行
い
た
い
。
主
に
取
り
上
げ
る
の
は
、

1927

年
に
ギ
ュ
ス
ト
ロ
ー
大
聖
堂
（Güstrow

er D
om

）
に
設
置
さ
れ
た
「
ギ
ュ
ス
ト
ロ
ー

記
念
碑
（Güstrow

er Ehrenm
al

）」
で
あ
り
、
一
般
に
は
「
ギ
ュ
ス
ト
ロ
ー
大
聖
堂
の
天

使
（Güstrow

er D
om

engel
）」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
作
品
で
あ
る
（
図
１
、
図
２
）。

こ
の
作
品
に
関
す
る
日
本
で
の
近
年
の
研
究
成
果
と
し
て
、2006

年
に
京
都
国
立
近
代

美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
エ
ル
ン
ス
ト
・
バ
ル
ラ
ハ
展
」
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
展
覧
会
は
、
バ
ル
ラ
ハ
と
東
洋
の
造
形
芸
術
と
の
関
連
に
焦
点
を
あ
て
た
も
の
で
あ
る

が
、
そ
の
カ
タ
ロ
グ
に
よ
れ
ば
、1927

年
か
ら1932
年
は
、
バ
ル
ラ
ハ
に
と
っ
て
︿
偉
大

な
る
制
作
の
時
代
﹀
で
あ
り
、「
ギ
ュ
ス
ト
ロ
ー
記
念
碑
」
は
同
時
期
の
代
表
的
作
品
と
し

て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
ま
で
個
人
主
義
的
な
傾
向
が
強
か
っ
た
バ
ル
ラ
ハ
が
、

初
め
て
完
成
さ
せ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
ル
な
公
共
作
品
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
設
置
さ
れ
た
ギ
ュ

ス
ト
ロ
ー
大
聖
堂
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、「
ギ
ュ
ス
ト
ロ
ー
大
聖
堂
は
西
側
に
塔
と
一

体
化
し
た
大
き
な
構
築
物
を
持
つ
煉
瓦
建
築
の
典
型
的
な
北
ド
イ
ツ
・
ゴ
シ
ッ
ク
聖
堂
（
14
世
紀
末
に
ほ
ぼ
完
成
）
で
、
バ
ル
ラ
ハ
は
こ
の
北
側
廊
東
側
に
身
長

217cm

、
肩
幅74.5cm

の
ブ
ロ
ン
ズ
の
空
飛
ぶ
天
使
像
を
制
作
し
た
。
鋳
造
費
を
教
区
内
の
市
民
が
負
担
し
た
ほ
か
は
作
者
の
寄
贈
で
、
バ
ル
ラ
ハ
に
と
っ
て
は

図１　ギュストロー大聖堂
photo by Jutta Brüdern, 
Braunschweig
© Deutscher Kunstverlag 
Berlin München

図２　ギュストロー記念碑
photo by Jutta Brüdern, 
Braunschweig
© Deutscher Kunstverlag 
Berlin München
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む
し
ろ
奉
納
と
い
う
べ
き
行
為
で
あ
っ
た
」
　1

。
そ
し
て
本
作
品
の
設
置
方
法
と
造
形
性
に
つ
い
て
は
、「
聖
堂
内
に
天
使
像
を
吊
る
す
こ
と
は
中
世
彫
刻
の
伝
統

を
継
承
し
て
い
る
が
、
両
手
両
足
を
揃
え
た
量
塊
的
な
抽
象
形
態
と
、
ケ
ー
テ
・
コ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
面
影
を
宿
し
た
よ
う
な
悲
し
み
を
秘
め
て
祈
り
捧
げ
る
よ
う

な
顔
の
表
情
は
、
こ
の
時
期
の
バ
ル
ラ
ハ
の
信
仰
告
白
と
も
い
え
る
」
　2

。
最
後
に
ド
イ
ツ
で
の
当
時
の
評
価
に
つ
い
て
は
、「
本
作
は
公
共
作
品
で
あ
り
な
が
ら

個
人
の
内
省
的
傾
向
が
強
く
、そ
れ
ほ
ど
過
激
な
作
品
で
も
な
い
の
に
ナ
チ
ス
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
は
相
容
れ
ず
、1937

年
に
撤
去
さ
れ
破
壊
さ
れ
た
」　3

と
い
う
。

以
上
を
ま
と
め
る
な
ら
、
本
作
品
の
評
価
は
、
ド
イ
ツ
表
現
主
義
の
文
脈
に
即
し
て
お
り
、
ド
イ
ツ
中
世
彫
刻
の
伝
統
性
と
、
バ
ル
ラ
ハ
の
親
友
の
顔
の
表
情

を
取
り
入
れ
た
抽
象
的
な
造
形
性
、
そ
の
二
つ
を
バ
ル
ラ
ハ
自
身
の
信
仰
の
告
白
へ
と
昇
華
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
記
念
碑
で
、
当
時
の
ナ
チ
ズ
ム
の
芸
術
政
策

ゆ
え
に
撤
去
さ
れ
た
、
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
る
。

さ
て
本
論
で
筆
者
が
注
目
す
る
の
は
、
記
念
碑
を
天
井
か
ら
吊
る
す
と
い
う
方
法
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
記
念
碑
に
対
す
る
社
会
か
ら
の
批
判
、
そ
し
て
戦
没
者

記
念
碑
を
め
ぐ
る
当
時
の
社
会
的
背
景
で
あ
る
。バ
ル
ラ
ハ
研
究
者
で
あ
る
フ
ォ

ル
カ
ー
・
プ
ロ
ブ
ス
ト
（V

olker Probst
）
に
よ
れ
ば
、「
吊
り
下
げ
る
」
と

い
う
方
法
は
、
バ
ル
ラ
ハ
が
、
北
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の

典
礼
道
具「
洗
礼
を
見
守
る
天
使（T
aufengel

）」（
以
下︿
洗
礼
天
使
﹀と
す
る
）

か
ら
着
想
を
得
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
指
摘
が
あ
る
（
図
３
）
　4

。
バ
ル
ラ
ハ

の
作
品
の
造
形
性
に
つ
い
て
は
、
主
に
ロ
シ
ア
旅
行
な
ど
か
ら
大
き
な
成
果
を

得
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
彼
の
活
動
拠
点
は
ベ
ル
リ
ン
、
ギ
ュ
ス
ト
ロ
ー

1　

京
都
国
立
近
代
美
術
館
ほ
か
編
﹃
ド
イ
ツ
表
現
主
義
の
彫
刻
家　

エ
ル
ン
ス
ト
・
バ
ル
ラ
ハ
﹄（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
）
朝
日
新
聞
社　

2006

年 

192
頁
。

2　

同
右  

192
頁
。

3　

同
右  

192
頁
。

4　

V
olker Probst, “Stillstand der zeit: Ernst Barlachs 

︾ Güstrow
er Ehrenm

al 

《 von 1927 ”, in: hrsg. M
artin Fritsch, E

rn
st B

arlach
 u

n
d

 K
äth

e K
ollw

itz im
 

Z
w

iegespräch, E.A
.SEEM

A
N

N
, 2006, S.14.

図３　「洗礼天使」
　　　（1727/28 年）
Hrsg. Brandenburgisches 
Landesamt für 
Denkmalpflege und 
Archäologisches 
Landesmuseum, Taufengel 
in Brandenburg (Michael 
Imhof Verlag, 2013) S.85.
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と
北
ド
イ
ツ
が
中
心
で
あ
り
、
同
地
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
堂
の
「
洗
礼
天
使
」
と
の
関
連
性
を
検
証
す
る
こ
と
で
、
バ
ル
ラ
ハ
に
よ
る
戦
没
者
記
念
碑
の
研

究
に
、
新
し
い
意
義
が
見
つ
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
プ
ロ
ブ
ス
ト
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
ド
イ
ツ
で
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
戦
没
者
の
た

め
に
、
数
千
を
越
え
る
記
念
碑
が
建
設
さ
れ
、
顕
彰
の
表
現
を
め
ぐ
る
議
論
が
繰
り
返
さ
れ
た
と
い
う
が
、
そ
の
よ
う
な
価
値
観
の
混
乱
の
な
か
で
バ
ル
ラ
ハ
が

行
っ
た
「
戦
争
や
暴
力
に
対
す
る
（
警
告
の
）
記
念
碑
」
　5

と
し
て
の
創
作
は
、
ど
れ
ほ
ど
の
独
自
性
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
こ
の
記

念
碑
が
、
大
聖
堂
に
設
置
さ
れ
た
直
後
か
ら
、
保
守
的
な
政
治
思
想
グ
ル
ー
プ
か
ら
反
感
を
招
い
た
こ
と
と
も
関
連
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
事
柄
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
、
本
論
の
狙
い
で
あ
る
。

第
１
節　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
戦
没
者
記
念
碑
と
バ
ル
ラ
ハ
の
戦
没
者
記
念
碑

本
節
で
は
、
近
代
に
お
け
る
戦
争
記
念
碑
の
歴
史
か
ら
、
バ
ル
ラ
ハ
の
戦
没
者
記
念
碑
の
特
徴
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
い
。
近
代
に
お
け
る
、
ド
イ
ツ
の
戦
争

記
念
碑
（K

riegerdenkm
äler

）
に
つ
い
て
は
、
北
村
陽
子
の
研
究
が
あ
る
　6

。
そ
れ
に
よ
れ
ば
ド
イ
ツ
の
戦
争
記
念
碑
と
は
、「
生
き
残
っ
た
も
の
に
よ
る

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
構
築
（
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
・
コ
ゼ
レ
ッ
ク
）」
と
定
義
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
マ
イ
ン
ホ
ー
ル
ド
・
ル
ル
ツ
の
研
究
で
、
コ
ゼ
レ
ッ
ク
の
定
義

に
修
正
が
加
え
ら
れ
「
生
き
残
っ
た
も
の
た
ち
が
、
と
も
に
経
験
し
た
過
去
の
一
部
を
記
憶
す
る
た
め
に
建
立
」
し
、「
そ
れ
に
よ
っ
て
想
起
さ
れ
る
過
去
を
通

し
て
現
在
を
意
味
づ
け
る
道
具
」
と
定
義
づ
け
ら
れ
た
。
ル
ル
ツ
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
か
ら
現
代
ま
で
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
戦
争
記
念
碑
を
精
査
・
類
型
化
し
、

第
一
次
世
界
大
戦
の
前
後
に
、
戦
争
記
念
碑
の
顕
彰
方
法
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
19
世
紀
に
は
、
普
仏
戦
争
（1870/71

年
）

後
の
戦
争
記
念
碑
の
よ
う
に
、戦
勝
を
記
念
す
る
記
念
碑
が
多
か
っ
た
が
、敗
戦
を
経
験
し
た1918

年
以
降
は
、悲
し
み
と
慰
め
を
表
現
し
た
戦
没
兵
士
の
像
や
、

彼
ら
の
死
を
悼
む
遺
族
の
像
が
多
く
な
る
と
い
う
。
そ
し
て
こ
の
転
換
は
、
敗
戦
国
ド
イ
ツ
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
共
通
の
現
象
で
も

5　

V
olker Probst, “V

orw
ort ”, in: hrsg. V

olker Probst, E
rn

st B
arlach

. D
as G

ü
strow

er E
h

ren
m

al, E.A
.SEEM

A
N

N
, 1998, S.7

6　

北
村
陽
子
「
世
界
大
戦
の
記
憶—

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
の
戦
争
記
念
碑
」　
（
若
尾
裕
司/
和
田
光
弘
編　
﹃
歴
史
の
場—

史
跡
・
記
念
碑
・
記
憶—

﹄　

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房　

2010

年　

307-324

頁
）。
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あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
バ
ル
ラ
ハ
の
戦
没
者
記
念
碑
を
考
察
す
る
上
で
参
考
と
な
る
の
は
、
ジ
ェ
イ
・
ウ
ィ
ン
タ
ー
の
研
究
で
あ
る
　7

。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
戦
争
記
念
碑
は
３
つ
に
類
型
化
さ
れ
る
と
い
う
。
第
一
は
、1918

年
以
前
に
、国
内
の
前
線
で
つ
く
ら
れ
た
も
の
（
例
と
し
て
「
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
像
」

な
ど
）
で
、
戦
争
に
お
け
る
兵
士
の
英
雄
的
な
側
面
を
強
調
し
た
も
の
。
第
二
に
戦
後
に
教
会
や
公
共
の
場
（
広
場
、
墓
地
）
に
建
設
さ
れ
た
記
念
碑
で
、
命
の

喪
失
と
い
う
普
遍
的
な
要
素
と
と
も
に
、
国
ご
と
の
政
治
的
伝
統
に
沿
っ
た
愛
国
的
性
質
が
付
与
さ
れ
て
い
る
も
の
。
第
三
に
、1918

年
以
降
に
戦
場
墓
地
に

つ
く
ら
れ
た
も
の
で
、
よ
り
普
遍
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
も
の
で
あ
る
。

バ
ル
ラ
ハ
の
戦
没
者
記
念
碑
は
、
ウ
ィ
ン
タ
ー
の
挙
げ
る
三
つ
の
タ
イ
プ
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
ギ
ュ
ス
ト
ロ
ー
大
聖
堂
に
設
置
さ
れ
た
「
ギ
ュ
ス
ト
ロ
ー

記
念
碑
」、マ
グ
デ
ブ
ル
ク
大
聖
堂
に
設
置
さ
れ
た「
マ
グ
デ
ブ
ル
ク
記
念
碑（
図
４
）」、ハ
ン
ブ
ル
ク
市
庁
舎
前
の
広
場
に
設
置
さ
れ
た「
ハ
ン
ブ
ル
ク
記
念
碑（
図

５
）」
な
ど
、
そ
の
設
置
場
所
か
ら
、
第
二
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
バ
ル
ラ
ハ
の
記
念
碑
の
造
形
的
な
特
徴
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
い
ず

れ
も
戦
争
に
対
す
る
悲
嘆
に
満
ち
た
表
情
や
仕
草
が
特
徴
的
で
あ
り
、し
か
も
激
情
的
な
表
現
で
は
な
く
、静
か
に
抑
制
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
ウ
ィ
ン
タ
ー

が
第
二
の
タ
イ
プ
で
挙
げ
た
よ
う
な
、
政
治
的
伝
統
に
適
っ
た
愛
国
的

な
特
徴
と
い
う
も
の
を
見
い
だ
す
の
は
難
し
い
。「
ギ
ュ
ス
ト
ロ
ー
記
念

碑
」
の
、
ま
ぶ
た
を
閉
じ
、
両
手
を
胸
の
前
で
交
差
し
て
静
か
に
空
中

に
浮
遊
す
る
記
念
碑
の
表
情
は
、
兵
士
た
ち
の
死
の
悲
し
み
を
受
け
と

め
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
が
、
こ
の
像
の
頭
部
は
、
バ
ル
ラ
ハ
の

親
友
で
あ
り
、
社
会
主
義
的
な
思
想
の
持
ち
主
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た

女
性
芸
術
家
ケ
ー
テ
・
コ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
似
せ
た
造
形
（
図
６
）
な
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
像
は
、
残
さ
れ
た
女
や
子
ど
も
た
ち
、
遺

族
の
悲
し
み
を
表
現
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
像
自
体
が

7　

Jay W
inter, S

ite of m
em

ory, site of m
ou

rn
in

g. T
h

e G
reat W

ar in
 E

u
ropean

 C
u

ltu
ral H

istory, Cam
bridge U

niversity Press, 1995, pp.78-116. 

図４　「マグデブル
ク記 念 碑 」 

（1929 年）
京都国立近代美術
館ほか編『ドイツ
表現主義の彫刻家
エルンスト・バル
ラ ッ ハ 』，（ 朝 日
出版社 2006 年）
197 頁。

図 ５　「ハンブルク
記念碑」の模
型 （1931年）

Hrsg. Ernst Barlach 
Haus, Ernst Barlach 
Haus, Hamburg 
(Prestel Verlag, 
2000) S.97.
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吊
る
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
別
の
意
味
が
付
加
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
も
見
え
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
イ
メ
ー
ジ
の
源
泉
は
、
慣
習
的
な
戦
没
者
記

念
碑
で
は
な
く
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
バ
ル
ラ
ハ
の
そ
れ
ま
で

の
作
品
群
の
な
か
に
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
　8

。
そ
こ
で
次
の
節
で
は
、
浮

遊
の
イ
メ
ー
ジ
に
関
し
て
、
彼
の
作
品
を
遡
り
、
そ
の
文
脈
を
確
認
し
て
お
き

た
い
と
思
う
。

第
２
節　

浮
遊
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
由
来

バ
ル
ラ
ハ
の
「
ギ
ュ
ス
ト
ロ
ー
記
念
碑
﹄
は
、
教
会
堂
の
天
井
か
ら
、
空
中

に
浮
遊
し
た
状
態
で
設
置
さ
れ
て
い
る
た
め
、
有
翼
で
は
な
い
が
、
一
般
に
「
天

使
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
バ
ル
ラ
ハ
の
作
品
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
浮

遊
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
こ
の
作
品
が
最
初
で
は
な
く
て
、
い
く
つ
か
の
前
例
が

存
在
し
て
い
る
。
こ
の
節
で
は
、
バ
ル
ラ
ハ
の
生
涯
を
ふ
り
か
え
り
、
浮
遊
の

造
形
を
手
が
か
り
に
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
の
源
泉
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

1888

年
、
バ
ル
ラ
ハ
は
、
素
描
の
教
師
に
な
る
た
め
に
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
普
通

工
業
学
校
に
入
学
す
る
。
そ
こ
で
自
身
が
彫
刻
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に

気
づ
く
と
、
彫
刻
を
学
ぶ
ク
ラ
ス
に
移
り
、
デ
ッ
サ
ン
や
モ
デ
リ
ン
グ
の
訓
練

8　
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図７　「別れと出発」（1891 年）
京都国立近代美術館ほか編『ドイツ表現主義の彫刻
家エルンスト・バルラッハ』，（朝日出版社 2006 年）
60 頁。

図 ６　「 ギ ュ ス ト ロ ー
記 念 碑 」 の 頭 部

（1927 年）
京都国立近代美術館ほ
か編『ドイツ表現主義
の 彫 刻 家 エ ル ン ス ト・
バルラッハ』，（朝日出
版社 2006 年）193 頁。
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（
三
七
）

を
受
け
た
。1891

年
に
は
、
ド
レ
ス
デ
ン
の
王
立
造
形
芸
術
ア
カ
デ
ミ
ー
に
入
学
し
、
同

地
の
美
術
館
の
古
典
主
義
の
彫
刻
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
当
時
の
作
品

か
ら
、
彼
が
影
響
を
受
け
た
芸
術
潮
流
や
思
想
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
た
と
え
ば1891

年

の
デ
ッ
サ
ン
﹃
別
れ
と
出
発
﹄（
図
７
）
は
、
ド
イ
ツ
古
典
主
義
か
ら
ロ
マ
ン
主
義
に
か
け

て
の
絵
画
、
特
に
ナ
ザ
レ
派
を
想
起
さ
せ
る
。
バ
ル
ラ
ハ
は
、
18
世
紀
の
画
家
と
同
様
に
、

中
世
ド
イ
ツ
の
文
学
や
詩
か
ら
着
想
を
得
て
い
た
が
、
こ
の
よ
う
な
文
学
を
含
め
た
芸
術

へ
の
関
心
は
、
の
ち
に
劇
作
家
と
し
て
の
活
動
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。1895

年
に
、
友

人
と
と
も
に
パ
リ
に
滞
在
し
、
当
時
の
最
新
の
芸
術
動
向
、
す
な
わ
ち
神
話
や
宗
教
の
世

界
を
描
い
た
象
徴
主
義
の
芸
術
や
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
様
式
の
ポ
ス
タ
ー
に
向
き
合
う

機
会
を
得
た
こ
と
で
、
そ
の
傾
向
は
、
一
層
、
深
み
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
バ
ル

ラ
ハ
が
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
戻
っ
た1899

年
の
作
品
﹃
魔
法
の
森
（
図
８
）﹄
は
、
幻
想
的
な

童
話
の
世
界
が
描
か
れ
て
お
り
、象
徴
主
義
の
影
響
を
感
じ
さ
せ
、1900

年
の
雑
誌
﹃
ユ
ー

ゲ
ン
ト
﹄
の
た
め
の
表
紙
（
図
９
）
に
お
け
る
明
る
い
色
彩
、
躍
動
的
な
人
物
像
、
流
れ

る
よ
う
な
文
字
デ
ザ
イ
ン
と
輪
郭
か
ら
は
、ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
影
響
も
認
め
ら
れ
る
。

バ
ル
ラ
ハ
は1904

年
に
、
ヴ
ェ
ス
タ
ー
ヴ
ァ
ル
ト
に
あ
る
ヘ
ー
ル
王
立
製
陶
高
等
専
門

学
校
で
素
描
や
絵
画
の
た
め
の
教
職
に
就
く
が
、す
ぐ
に
退
職
し
、ベ
ル
リ
ン
に
移
り
住
む
。

1906

年
に
は
、
弟
ハ
ン
ス
の
働
く
南
ロ
シ
ア
（
現
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）
へ
と
旅
立
ち
、
そ
の
土

地
の
風
景
や
人
々
に
深
い
感
銘
を
受
け
、
そ
の
影
響
は
作
品
に
も
は
っ
き
り
と
現
れ
る
よ

う
に
な
る
。
帰
国
後
の
作
品
は
、
労
働
者
や
物
乞
い
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
お
り
（
た
と
え

ば
同
年
の
﹃
皿
を
も
つ
ロ
シ
ア
の
物
乞
い
女
﹄（
図
10
）、
彼
ら
の
境
遇
や
そ
の
厳
し
さ
を
、

図８　「魔法の森」 （1899年）
京都国立近代美術館ほか編

『ドイツ表現主義の彫刻家
エルンスト・バルラッハ』，

（朝日出版社 2006 年）79 頁。

図９　雑誌「ユーゲント」
表紙（1900 年）

京都国立近代美術館ほか編
『ドイツ表現主義の彫刻家エ

ルンスト・バルラッハ』，（朝
日出版社 2006 年）83 頁。

図10　「皿を持つロシアの物乞
い女」（1906 年）

京都国立近代美術館ほか編『ド
イツ表現主義の彫刻家エルン
スト・バルラッハ』，（朝日出
版社 2006 年）109 頁。
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（
三
八
）

直
截
的
で
力
強
く
表
現
す
る
、
そ
れ
以
前
の
表
現
に
依
ら
な
い
、
新
し
い
造
形
が
誕
生

す
る
。

ロ
シ
ア
の
モ
チ
ー
フ
に
集
中
的
に
取
り
組
ん
だ
後
、
バ
ル
ラ
ハ
は
、1908

年
頃
か

ら
新
し
い
テ
ー
マ
を
求
め
る
よ
う
に
な
る
。
大
都
市
ベ
ル
リ
ン
の
生
活
か
ら
次
第
に
目

を
背
け
、
神
話
や
聖
書
の
物
語
に
関
心
を
向
け
始
め
る
。
そ
こ
か
ら
バ
ル
ラ
ハ
の
独
自

の
「
古
代
の
出
来
事
を
、
勝
者
で
は
な
く
敗
者
が
、
信
者
で
は
な
く
疑
い
深
い
人
や
反

逆
者
が
中
心
と
な
る
視
点
か
ら
、
解
釈
す
る
と
い
う
バ
ル
ラ
ハ
の
世
界
観
」
　9

が
現
れ
、

そ
れ
は1909

年
1
月
か
ら
イ
タ
リ
ア
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
滞
在
中
に
は
、「
星
を
見
つ
め

る
人
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
や
彫
像
作
品
と
な
る
（
図
11
）。
バ
ル
ラ
ハ

の
「
星
を
見
つ
め
る
人
」
で
共
通
し
て
い
る
の
は
、
所
与
の
状
況
に
不
安
を
感
じ
つ
つ

天
上
を
眺
め
、
自
ら
の
行
動
を
思
案
す
る
人
間
の
弱
さ
や
不
完
全
さ
を
表
現
し
て
い
る

点
で
あ
る
。

1910

年
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
か
ら
帰
国
し
た
バ
ル
ラ
ハ
は
、
ベ
ル
リ
ン
で
は
な
く
ギ
ュ

ス
ト
ロ
ー
に
ア
ト
リ
エ
を
移
す
。
こ
の
頃
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
の
直
前
に
か
け
て
、

バ
ル
ラ
ハ
は
、
他
の
表
現
主
義
の
芸
術
家
と
同
様
に
、
終
末
論
的
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
表

現
し
た
デ
ッ
サ
ン
を
多
数
、
制
作
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
デ
ッ
サ
ン
は
、
現
実
世
界

の
戦
争
へ
と
向
か
う
社
会
状
況
に
、
宗
教
上
の
「
最
後
の
審
判
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね

合
わ
せ
て
お
り
、
全
て
の
破
滅
に
よ
っ
て
、
硬
直
し
た
社
会
状
況
を
根
本
的
に
見
直
し
、

9　
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図11　「星を見つめる人」
（1909 年）

京都国立近代美術館ほか編『ド
イツ表現主義の彫刻家エルン
スト・バルラッハ』，（朝日出
版社 2006 年）116 頁。

図12　「天使の輪舞」 （1911 年）
京都国立近代美術館ほか編『ドイツ表現主義の
彫刻家エルンスト・バルラッハ』，（朝日出版社
2006 年）105 頁。
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（
三
九
）

人
類
の
精
神
を
刷
新
し
た
い
と
い
う
戦
前
の
独
特
な
雰
囲
気
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ

て
戦
争
に
対
す
る
バ
ル
ラ
ハ
の
態
度
は
、最
初
は
好
意
的
で
あ
り
、1911

年
に
は
、天
上
の
存
在
が
、

空
へ
と
昇
っ
て
い
っ
た
り
、ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
吹
い
た
り
、ベ
ル
を
鳴
ら
し
た
り
、前
進
し
な
が
ら
、

「
最
後
の
審
判
」
を
告
げ
る
と
い
う
デ
ッ
サ
ン
を
多
数
、
制
作
し
て
い
る
（
図
12
）。
そ
し
て
こ
の

文
脈
上
に
、﹃
ギ
ュ
ス
ト
ロ
ー
記
念
碑
﹄
に
類
似
し
た
「
浮
遊
す
る
人
像
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
現
れ
る
。

1912

年
に
、
バ
ル
ラ
ハ
は
空
中
に
浮
か
ん
で
い
る
人
姿
を
い
く
つ
か
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
描
い
て
い

る
が
（
図
13
）、こ
の
人
間
の
姿
は
、聖
書
に
記
述
さ
れ
る
「
最
後
の
審
判
」
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、

死
か
ら
立
ち
あ
が
り
、
神
の
玉
座
に
向
か
っ
て
昇
る
人
間
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
　10

。
無
地
の
長
上

着
に
身
を
包
み
、
穏
や
か
な
様
子—
腹
部
の
前
で
組
ま
れ
た
手
の
仕
草
、
閉
じ
ら
れ
た
瞳
、
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
た
表
情—

で
、
光
へ
と
向
か
う
こ
の
デ
ッ
サ
ン
は
、
地
上
の
諸
制
約
か
ら
解
放
さ
れ
、
恍

惚
と
し
た
状
態
の
人
間
な
の
で
あ
る
。

以
上
か
ら
、
戦
没
者
記
念
碑
に
非
常
に
類
似
し
た
イ
メ
ー
ジ
が
、
戦
争
直
前
の
作
品
群
に
お
い

て
、
特
に
「
最
後
の
審
判
」
と
い
う
文
脈
か
ら
着
想
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
し
か
し

戦
争
の
惨
禍
は
、
次
第
に
バ
ル
ラ
ハ
を
反
戦
へ
と
向
か
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
浮
遊
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
戦
後
に
再
び
バ
ル
ラ
ハ
の
中
で
蘇
る
の
は
、

ど
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

10　

Ibid., S.62.

図13　「漂う人」 （1912 年）
Hrsg. Ernst Barlach Haus, Ernst Barlach Haus, 
Hamburg (Prestel Verlag, 2000) S.62.



松　友　知香子

157

（
四
〇
）

第
３
節　
『
ギ
ュ
ス
ト
ロ
ー
記
念
碑
』
の
制
作
プ
ロ
セ
ス

バ
ル
ラ
ハ
の
記
念
碑
を
考
察
す
る
上
で
、
ま
ず
ギ
ュ
ス
ト
ロ
ー
と
ギ
ュ
ス
ト
ロ
ー
大
聖
堂
の
歴
史
を
確
認
し
て
お
く
と
、
ギ
ュ
ス
ト
ロ
ー
（Güstrow

）
は
、

現
在
の
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク

－

フ
ォ
ア
ポ
ン
メ
ル
ン
州
に
属
す
る
都
市
で
、そ
の
歴
史
は
13
世
紀
初
頭
に
遡
る
　11

。こ
の
周
辺
の
地
は
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
西
か
ら
東
へ
、

北
か
ら
南
へ
向
か
う
交
通
の
要
所
で
、
8
世
紀
頃
に
は
ス
ラ
ブ
人
ら
の
居
住
地
が
点
在
し
て
お
り
、
10
世
紀
頃
か
ら
ド
イ
ツ
人
の
入
植
が
始
ま
り
、
ザ
ク
セ
ン
公

ハ
イ
ン
リ
ヒ
３
世
（1129

年

－1195

年
）
の
采
配
で
、
ド
イ
ツ
人
に
よ
る
東
方
入
植
と
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
が
浸
透
し
て
い
っ
た
。
こ
の
地
域
の
宗
教
的
拠
点

で
あ
っ
た
ギ
ュ
ス
ト
ロ
ー
大
聖
堂
は
、1226

年
に
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ヴ
ォ
ル
ウ
ィ
ン
２
世
に
よ
り
創
設
さ
れ
る
。
そ
の
建
設
は
、
長
い
中
断
の
後
、1335

年
に
、

よ
う
や
く
聖
別
式
を
迎
え
た
。
長
期
に
渡
る
建
築
期
間
の
影
響
で
、
建
築
様
式
は
ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式
を
基
盤
と
し
つ
つ
、
部
分
的
に
は
初
期
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
も
認

め
ら
れ
る
と
い
う
。

宗
教
改
革
の
際
に
は
、1549

年
に
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
地
方
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

－

ル
タ
ー
派
と
な
り
、
ギ
ュ
ス
ト
ロ
ー
の
司
教
座
教
会
参
事
会
が
追
放
さ
れ

る
と
、
大
聖
堂
も
荒
廃
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
家
ウ
ル
リ
ヒ
公
爵
夫
人
エ
リ
ザ
ベ
ス
の
尽
力
で
、1565

年
か
ら
68
年
に
か
け
て
、
大
聖
堂

の
修
復
が
行
わ
れ
、
ル
タ
ー
派
の
宮
廷
教
会
（H

ofkirche

）
と
な
っ
た
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
教
会
で
は
、
従
来
の
儀
式
や
慣
習
が
廃
止
さ
れ
、
主
に
二
典
礼

（
洗
礼
と
聖
餐
）
お
よ
び
聖
書
の
朗
読
と
説
教
が
執
り
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
、建
物
の
内
部
構
造
は
変
更
さ
れ
、内
陣
と
身
廊
を
隔
て
る
聖
障
が
取
り
払
わ
れ
、

そ
の
中
心
部
に
説
教
壇
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後1865
年
か
ら1868

年
に
か
け
て
は
、内
装
が
新
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
に
修
復
さ
れ
る
な
ど
、こ
の
大
聖
堂
は
、

創
設
以
来
、
各
時
代
の
状
況
の
変
化
を
受
け
入
れ
て
存
立
し
続
け
て
き
た
こ
と
が

わ
か
る
（
図
14
）。

11　
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図14　ギュストロー大聖
堂内観

photo by Jutta Brüdern, 
Braunschweig christoph 
Helwig, Der Dom zu 
Güstrow (Deutscher 
Kunstverlag, 2006) S.25.
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（
四
一
）

こ
の
大
聖
堂
に
奉
納
さ
れ
る
記
念
碑
が
、
バ
ル
ラ
ハ
に
依
頼
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、1926

年
の
春
に
、
バ
ル
ラ
ハ
が
ギ
ュ
ス
ト
ロ
ー
大
聖
堂
の
関
係
者

か
ら
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
犠
牲
者
の
た
め
の
記
念
碑
を
制
作
す
る
通
知
を
受
け
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
の
計
画
で
は
、
大
聖
堂
の
一
角
に
、
巨
石
を
据
え
置
く

計
画
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
ヨ
ハ
ネ
ス
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
コ
プ
フ
は
、
バ
ル
ラ
ハ
に
こ
の
計
画
に
関
す
る
意
見
を
尋
ね
た
。
バ
ル
ラ
ハ
は
こ
の
計
画
案
に
、
芸
術
的

な
特
質
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
新
し
い
記
念
碑
の
提
案
を
申
し
出
た
と
い
う
。
こ
れ
が
バ
ル
ラ
ハ
の
経
歴
の
中
で
は
、
大
き
な
一
歩
と
な
っ
た
。
な

ぜ
な
ら
バ
ル
ラ
ハ
は
、ド
イ
ツ
皇
帝
時
代
の
公
的
な
芸
術
政
策
を
拒
否
し
続
け
て
お
り
、自
身
の
彫
刻
作
品
に
関
し
て
は
、仲
介
者
パ
ウ
ル
・
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
（1871

年

－1926

年
）
を
た
て
、
個
人
的
な
コ
レ
ク
タ
ー
を
相
手
に
制
作
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
こ
の
制
作
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
の
新
し
い
政
治
的
、
文
化
的
雰
囲
気
の
な
か
で
、

バ
ル
ラ
ハ
が
自
身
の
作
品
を
よ
り
幅
広
い
市
民
に
公
開
し
よ
う
決
意
し
た
最
初
の
試
み
な
の
で

あ
る
　12

。

1926

年
の
夏
に
、
バ
ル
ラ
ハ
は
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
コ
プ
フ
に
、
大
聖
堂
の
北
礼
拝
所
に
、
空
中

に
浮
か
ぶ
人
姿
を
制
作
す
る
と
い
う
計
画
を
提
示
し
た
。
自
身
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
説
明
す
る
た

め
に
、
バ
ル
ラ
ハ
は
、
空
中
に
浮
か
ん
で
い
る
人
姿
の
模
型
を
提
示
し
て
い
る
（
図
15
）。
こ
の

模
型
に
は
、
ま
だ
戦
前
の1912

年
に
制
作
し
た
「
最
後
の
審
判
」
の
デ
ッ
サ
ン
の
雰
囲
気
が
濃

厚
で
あ
る
。
ま
た
記
念
碑
の
最
初
の
構
想
で
は
、
人
姿
の
設
置
方
法
は
、
壁
に
吊
る
す
、
あ
る

い
は
壁
の
前
に
掛
け
る
と
い
う
方
法
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
設
置
方
法
が
大
き

く
変
化
す
る
の
が
、1926

年
10
月
か
ら
の
一
連
の
ス
ケ
ッ
チ
で
あ
る
（
図
16
）。
こ
の
ス
ケ
ッ
チ

で
は
、
人
姿
を
天
井
か
ら
チ
ェ
ー
ン
で
吊
り
下
げ
る
と
い
う
具
体
的
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
示
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
宙
づ
り
の
造
形
に
、
バ
ル
ラ
ハ
が
象
徴
的
な
意
味
を
認
め
た
か
ら

12　

Eva Caspers, op.cit., S.88-90.

図15　「ギュストロー記念碑」の模型（1926 年）
Hrsg. Ernst Barlach Haus, Ernst Barlach Haus, 
Hamburg (Prestel Verlag, 2000) S.88.
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（
四
二
）

で
あ
っ
た
。

1929

年
２
月
の
カ
ー
ル
・
ゼ
ー
カ
ー
宛
て
の
手
紙
に
よ
れ
ば
、「
永
遠
に
尽
き
る
こ
と
の
な

い
悲
し
み
の
表
現
と
し
て
の
重
々
し
い
不
動
性
、
吊
り
下
げ
ら
れ
た
ま
ま
で
あ
る
こ
と
が
、
私

に
と
っ
て
は
重
要
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
世
界
の
制
約
か
ら
解
き
放
た
れ
、
そ
し
て
大

聖
堂
の
、
薄
明
に
照
ら
さ
れ
た
礼
拝
所
の
片
隅
の
焦
点
と
な
る
か
ら
で
あ
る
（Es galt m

ir, 

eine schw
er ruhende U

nbew
eglichkeit als A

usdruck nie versiegenden Gram
s, 

hängend, w
eil der irdischen Bedingtheit entrückt, in den Brennpunkt einer 

ziem
lich kleinen und nur zur D

äm
m

erung erhellten Seitenkappele des D
om

s 

zu bannen

）」
　13

。

バ
ル
ラ
ハ
に
よ
れ
ば
、「
ギ
ュ
ス
ト
ロ
ー
記
念
碑
」
の
宙
づ
り
の
造
形
は
、「
永
遠
に
尽
き
る

こ
と
の
な
い
悲
し
み
」
と
「
こ
の
世
界
の
制
約
か
ら
の
解
放
」
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
当

時
に
創
立
さ
れ
た
戦
没
者
記
念
碑
の
中
で
「
悲
し
み
」
と
い
う
感
情
表
現
を
第
一
と
す
る
も
の

は
数
多
く
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
バ
ル
ラ
ハ
の
記
念
碑
は
、
宙
づ
り
の
造
形
を
実
現
し
た
点
に

お
い
て
、
独
特
な
記
念
碑
と
な
っ
た
　14

。
そ
の
造
形
へ
の
直
接
的
な
ヒ
ン
ト
と
し
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
典
礼
道
具
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
「
洗
礼
天

使
」
か
ら
着
想
を
得
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、次
節
で
は
、こ
の
洗
礼
道
具
と
バ
ル
ラ
ハ
の
記
念
碑
の
関
係
性
を
考
察
す
る
上
で
、「
洗
礼
天
使
」

13　

Ernst Barlach in einem
 Brief an karl von Seeger, Güstrow

, 6. 2. 1929, in: hrsg. Friedrich D
ross, E

rn
st B

arlach
 D

ie B
riefe II 1925-1938, R

.PIPER
&

CO
, 

1969, S.150.

14　

な
お
こ
の
記
念
碑
は
、
兵
士
に
対
す
る
慰
め
の
文
言
や
英
雄
と
し
て
崇
拝
す
る
こ
と
に
慣
れ
て
い
た
多
く
の
同
時
代
の
人
々
に
は
、
挑
発
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
、1927

年
５
月
に
大
聖

堂
に
設
置
さ
れ
た
直
後
か
ら
、
保
守
的
な
人
々
は
激
し
く
批
判
し
、1937

年 

8
月
24
日
に
取
り
外
さ
れ
、1940

年
代
の
初
め
に
は
溶
解
さ
れ
た
。
し
か
し
ベ
ル
リ
ン
の
ノ
ア
ク
鋳
造
所
で

制
作
さ
れ
た
二
番
目
の
鋳
造
は
、Schnega

の
画
家H

ugo K
örtzinger

の
農
場
に
戦
後
ま
で
隠
さ
れ
て
お
り
、1952

年
に
、
ケ
ル
ン
の
ア
ン
ト
ニ
ー
教
会
に
設
置
さ
れ
た
。
今
日
、
ギ
ュ

ス
ト
ロ
ー
大
聖
堂
に
吊
る
さ
れ
て
い
る
天
使
は
、
こ
の
像
か
ら
取
ら
れ
た
鋳
型
か
ら
鋳
造
さ
れ
た
。

図16　「ギュストロー記念碑」のスケッチ（1926 年）
Hrsg. Ernst Barlach Haus, Ernst Barlach Haus, 
Hamburg (Prestel Verlag, 2000) S.89.
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（
四
三
）

の
由
来
や
特
徴
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
き
た
い
。

第
４
節　

洗
礼
天
使
と
は

「
洗
礼
天
使
（T

aufengel

）」
と
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
教
会
建
築
に
お
い
て
、
18
世
紀
頃
に
新
た
に
設
け
ら
れ
た
洗
礼
の
た
め
の
道
具
で
あ
る
。
洗
礼
天

使
の
研
究
者
で
あ
る
ヘ
ル
ガ
・
デ
・
ク
ブ
ラ
ン
ト
の
著
書
に
よ
れ
ば
　15

、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
教
会
で
は
、
教
義
を
反
映
し
て
内
部
空
間
に
大
き
な
変
更
が
生
じ

た
。
な
か
で
も
洗
礼
は
、
従
来
は
象
徴
的
な
も
の
と
し
て
、
西
側
入
口
に
洗
礼
盤
（T

aufstein

）
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
教
会
で
は
、「
洗

礼
は
信
徒
の
眼
前
で
行
う
」
と
い
う
原
則
か
ら
、
洗
礼
盤
を
祭
壇
付
近
や
内
陣
の
前
へ
と
移
す
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
な
る
と
説
教
の
た
め
に
教
会
へ
来
る
信
者

た
ち
の
座
席
ス
ペ
ー
ス
が
不
足
す
る
と
い
う
新
た
な
問
題
が
生
じ
た
た
め
、
大
き
な
床
面
を
必
要
と
す
る
洗
礼
盤
は
避
け
ら
れ
、
そ
の
代
わ
り
に
椅
子
が
設
置
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
洗
礼
盤
が
聖
具
室
に
保
管
で
き
る
軽
量
で
、
木
製
の
も
の
に
代
替
し
て
い
く
時
期
に
考
案
さ
れ
た
の
が
、
洗
礼
天
使
で
あ
っ
た
。

洗
礼
天
使
は
、
木
製
で
、
等
身
大
の
宙
づ
り
に
さ
れ
た
天
使
像
で
あ
る
（
図
３
）。
洗
礼
天
使
は
、
１
本
の
棒
に
固
定
さ
れ
、
さ
ら
に
棒
に
繋
げ
ら
れ
た
縄
が

教
会
の
屋
根
裏
部
屋
へ
の
び
て
、
そ
の
縄
の
端
に
巨
石
な
ど
の
対
重
を
か
け
て
、
天
使
像
を
垂
直
方
向
に
動
か
す
仕
組
み
で
あ
っ
た
。
洗
礼
天
使
が
用
い
ら
れ
な

い
時
は
、
祭
壇
の
前
に
あ
る
聖
歌
隊
席
の
上
に
天
井
か
ら
吊
り
下
げ
ら
れ
て
い
た
。
洗
礼
の
際
に
は
、（
教
会
の
）
世
話
人
が
必
要
な
高
さ
ま
で
天
使
像
を
引
き

下
ろ
す
の
だ
が
、
そ
の
作
業
は
、
天
使
像
の
腹
部
に
開
け
ら
れ
た
穴
に
、
先
端
に
カ
ギ
の
つ
い
た
棒
を
引
っ
掛
け
て
行
わ
れ
た
。
こ
の
洗
礼
天
使
は
、
大
抵
両
手

に
洗
礼
の
皿
や
、
貝
殻
の
形
を
し
た
鉢
を
携
え
て
お
り
、
洗
礼
の
際
は
、
そ
の
鉢
が
水
で
満
た
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

こ
の
像
を
製
作
し
た
の
は
、
主
に
小
都
市
の
建
築
関
連
の
工
房
で
働
く
職
人
た
ち
や
、
教
会
の
内
装
を
専
門
と
す
る
工
房
に
所
属
す
る
職
人
で
あ
り
、
著
名
な

彫
刻
家
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
現
在
、
そ
の
製
作
者
を
特
定
す
る
の
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
そ
の
造
形
は
、
す
べ
て
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
に

共
通
し
た
、
一
つ
の
定
型
へ
と
到
達
す
る
も
の
で
は
な
く
、
教
会
の
経
済
的
な
状
況
に
応
じ
た
簡
素
な
、
手
作
り
感
覚
で
仕
上
げ
ら
れ
た
も
の
が
多
く
、
そ
れ
ぞ

15　
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（
四
四
）

れ
の
教
会
が
独
自
の
洗
礼
天
使
を
製
作
し
、
使
用
し
た
と
い
う
。

洗
礼
天
使
は
、
説
教
壇
付
き
祭
壇
と
と
も
に
、
17
世
紀
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
教
会
に
導
入
さ
れ
、
18
世
紀
に
は
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ

ン
、
ザ
ク
セ
ン
、
チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
地
方
に
広
く
普
及
し
た
が
、
19
世
紀
後
半
に
は
次
第
に
廃
れ
、
文
化
遺
産
と
し
て
継
承
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
説
教

壇
付
き
の
祭
壇
が
、
学
術
的
な
関
心
を
向
け
ら
れ
る
一
方
で
、
洗
礼
天
使
に
対
し
て
は
ほ
と
ん
ど
注
意
が
払
わ
れ
ず
、
現
在
ま
で
に
多
く
の
洗
礼
天
使
が
取
り
外

さ
れ
、
別
の
場
所
で
保
管
さ
れ
た
り
、
売
却
さ
れ
た
り
、
紛
失
さ
れ
た
状
況
で
あ
る
と
い
う
。

以
上
を
ま
と
め
る
な
ら
ば
、「
洗
礼
天
使
」
は
18
世
紀
に
北
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
に
普
及
し
た
が
、
19
世
紀
の
後
半
に
は
利
用
さ
れ
な
く

な
る
道
具
で
あ
り
、
さ
ら
に
学
術
的
な
価
値
も
見
出
さ
れ
ぬ
ま
ま
放
置
さ
れ
て
き
た
も
の
、
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
こ
う
し
て
20
世
紀
初
頭
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
教
会
に
残
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
「
洗
礼
天
使
」
に
バ
ル
ラ
ハ
が
出
会
う
可
能
性
は
、
バ
ル
ラ
ハ
が
木
彫
を
専
門
と
す
る
彫
刻
家
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
十
分

に
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
バ
ル
ラ
ハ
が
属
し
て
い
る
表
現
主
義
と
い
う
芸
術
運
動
の
中
で
は
、
従
来
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
よ
う
な
、
民
衆
に
よ
る
土
俗
的
な
表
現
に

対
す
る
評
価
が
高
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
具
体
例
と
し
て
中
世
ド
イ
ツ
の
木
版
画
や
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
圏
の
原
始
美
術
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
き
た
。
今
後
、
バ
ル

ラ
ハ
と
「
洗
礼
天
使
」
と
の
関
係
が
よ
り
詳
し
く
検
証
さ
れ
る
な
ら
ば
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
表
現
主
義
者
た
ち
の
着
想
源
の
中
に
、
こ
の
「
洗
礼
天
使
」
も

加
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
作
業
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

こ
の
研
究
は
、
平
成
28
年
度
札
幌
大
学
研
究
助
成
制
度
に
よ
る
研
究
成
果
で
あ
る
。


